
























































































































められた。彼が『大学』の「大學之道 在明明德 在親民 在止於至善」を「一つの学問の道
は、明るい内面（中身、性品、徳）を明らかにするところに在り、シアル（種粒、씨알、民）
に会いに行く（親しみと愛・情を以て父に会いに行くが如く）ところに在れば、善きに止（と
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